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1.算数科内容学の標準的モデル

RIMS(数理解析研究所) ブロジェクト「数学教師に必要な数学専門能力に関する研究
の私たちのチーム (第 1班) は、 2010年度調査研究 ([4]) において，以下のような
算数科内容学の標準的モデルを作成した。

算数科内容学 (小学校算数教科専門科目) の標準

数理解析研究所講究録
第 1867巻 2013年 81-88 81



2.算数科内容学の授業をどのように構成するか

標準的モデルを基にして算数内容学の授業を構成することを考察する。 [4]で述べたよう

に、半期 1 コマ (2単位) という限られた時間で小学校教師としての数学的能力の向上を目
指すためには、大別して 2つの方向

(1) 小学校算数科に関連する重点的な 4$\sim$5のテーマに絞る方向．

(2) 小学校算数科の背景として知っておくべき数学的内容を、個々は浅くなるが広く網羅
に取り扱う方向．

が考えられるが、 ここでは、 (2)の方向で構成する授業について述べる。

[4]で述べたこの科目に関するいくつかの課題にどのように対応するかについてまず議
論する。
第一に、算数科内容学の受講生に関して、高校で文系に属するものも多く、さらに大学で
この授業以外に数学の科目を選択しないケースも多いという実態に配慮しなければならな
いという課題である。

小学校教師を目指す学生のなかには、数学は苦手と考える学生も沢山いる。講義項目の内
容を深めようとするとやや難しい数学がどうしても必要なるので、ひとつひとつの項目は短
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時間で終えるような網羅的な講義の方が適していると考えられる。
特に、 証明や抽象的な理論に深入りすることはこの科目では不適当ではないかと思う。

第二に、 中学校高等学校教師として数学を教える者と同様に、小学校教師として算数
を教える者にとっても、子どもたちが算数数学を学ぶ意味を理解していることが重要であ
る、 という点である。
小学校算数で学ぶ内容は、日常生活や社会生活において絶対に必要となる高い実用性をも

つものがほとんどである。また、「数」や「かたち」などの算数で学ぶ概念は国語で学ぶ「こ
とば」 とともにコミュニケーションにおける言語の重要な柱である。数、 図形に加えて式、
表、グラフなどは算数数学以外のいろいろな学習での課題解決の手段としても用いられる。
さらに、概念の抽象性や問題を解くときの推論の論理性なども、中学校以降の種々の教科の
基礎的能力となっていくものである。子どもたちが算数・数学を学ぶ意味を学生が理解する
には、算数科内容学の授業において、授業担当者が子どもたちが算数数学を学ぶ必要性を
説明するだけでは片方の耳から入り他の耳から出ていくだけである。個々の教材が、中高の
数学科の内容、数学の分野や歴史、数学以外の学問分野、 自然、社会とどのように繋がって
いるのかを、学生自身が自分の経験を振り返りながらこうした繋がりを考えてみる経験によ
って実感として掴むことができると思う。
これらのために、学生に提出させるレポート課題を充実させ、その内容を工夫することが

重要である。そこでは、 (さまざまな) 「つながり」の認識と (自己の経験の)「ふりかえり」
がキーワードになる。

第三に、学生が「算数科の内容は子どもの頃に学んだことがあり算数のことは分かってい
る」 と思っているからといって、算数で教える内容を十分に理解しているという訳ではない
ことである。

中学校以降の数学に比べて算数は学ぶのに易しかったという経験や国語や社会など他の
教科に比べると算数は答えがひとつで分かりやすかったという経験をもっている学生は多
いので、中学校以降に数学で挫折したような学生でさえも小学校算数のときはよく分かって
いたという感想を持っていることが多いと思われる。 しかし、「学ぶ」 から 「教える」 に立
場に変えたとき、算数という教科の内容の理解は決して易しいものとはいえない。様々な数
学的な概念が小学校では導入されるが、数学上の意味を理解するとともにさらに児童の発達
段階により出現する意味の違いをもあることを理解する必要があるからである。
本来は、算数の内容の根底にある数学の知識と見方考え方を理解し、児童の状況に応じ
て授業内容を自ら構成できる力量までが必要であり、これを可能にするには、授業方法の上
手下手ではなく、数学的内容の深い理解こそが必要であるといえる。 しかし、 このような
数学の深め方を、数学が専門の学生以外に対し大学の授業として行うことはさまざまな制約
があり極めて困難である。
学生が小学校中学校高等学校で学んだ知識はもちろん重要であるが、それだけでは十

分ではない。算数のさまざまな領域の教育内容の根底にはどんな数学があるかを知り、それ
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らを「教える立場に立って」考えてみるような経験が必要である。その場合、教える算数の
内容が、なぜそうなっているのか、なぜそのような計算をするのか等、意味と理由を考えて
みることが特に重要である。

これらの課題に対しては、授業展開の仕方と学生に提出させるレポート課題の内容を工夫
することが重要ではないかと考える。それぞれの学生の数学への理解度は相当に違っている
ので、学生自身の自覚をもった主体的な学習でしか力量をつけることができないと思われる。

3.算数科内容学の授業例

学生の自習の便宜のために、授業で使用するだけでなく自習に適するように教科書を使用
するとともに随時プリントを追加するなど、授業中に扱う内容より学習する教材を大幅に多
く与えておくことが望ましいと考えている。この科目で扱う内容は非常に多彩であるが、授
業中には、個々の項目に深入りすることを避けて概括的、重点的に扱うこととする。そして、
レポートの課題が重要な役割を果たす。学生自身のレポートを書くための学習をこの科目の
根幹に据えることとする。 以下に、私の授業経験を踏まえた授業構成の一例を提示する。

[各回の授業テーマ]

第 1回: 算数・数学教育の目標論。 この授業の学習目標。

第 2回: 集合数と順序数。 自然数。 十進数位取り記数法。

第 3回: 自然数の四則演算、 四則演算それぞれの意味。
第 4回: 整数の性質。 ユークリッド互除法。 同値関係と数の拡大。

第 5回: 量と数の理論 : 歴史的観点から。 量と数の理論の概要。
第 6回: 量と数に関する種々の話題。
第 7回: 分数指導を巡って。

第 8回: 図形教育を考える 1: 群と対称性。 内包的定義。 ユークリッド幾何学。

第 9回: 図形教育を考える 2: 正多面体とオイラー標数．立体図形一展開図など。
第 10回: 図形と量 1: 角面積体積。

第 11回: 図形と量 2: 種々の問題。

第 12回: 数量関係 1: 文字式、 グラフ、 関数。

第 13回: 数量関係 3: 確率と統計一資料の整理の背景として一

第 14回: 数量関係 4: 統計的推論。数量関係 2: 割合と比。

第 15回: その他 : 問題解決と数学的な考え方。
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授業計画
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上に述べた授業計画は机上の案ではなく、平成 20年度～22年度秋学期に滋賀大学教育学
部において実際行った授業の経験をもとにしたもので、ここで一例として提示するために若
干の修正を加えたものである。
[注意] 表中の文章に現れる教科書は、 [5] を使用した。
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